
2017年3月期決算

2017年5月10日

新 中 期 経 営 計 画

「SNK Value Innovation 2020」

説明会



2

目次

Ⅰ

１．連結決算の概要
２．中期経営計画活動成果

２０１７年３月期 決算

１．経営課題
２．経営数値目標

新中期経営計画（２０１７～２０１９年度）

Ⅲ 投資ならびに配当方針

Ⅱ



3

１．連結決算の概要（１）
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

受注高、繰越高
（百万円）

科目
２０１６年
３月期

２０１７年
３月期

（前年比額） （前年比率）

受注高 106,139 111,435 （＋5,296） （＋5.0％）

繰越高 73,061 84,486 （＋11,425） （＋15.6％）
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科目
２０１６年
３月期

２０１７年
３月期

（前年比額） （前年比率）

完工高 97,329 101,202 （＋3,872） （＋4.0％）

完工総利益 9,860 10,899 （＋1,038） （＋10.5％）

完工総利益率 10.1％ 10.8％ ー （＋0.7％）

営業利益 3,405 3,897 （＋491） （＋14.4％）

経常利益 3,702 4,217 （＋514） （＋13.9％）

当期純利益 2,355 2,934 （＋578） （＋24.6％）

１．連結決算の概要（２）
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

完工高、利益
（百万円）
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資産の部
２０１６年
３月末

２０１７年
３月末 増 減

現金預金 8,210 7,826 △384

受取手形・
完工未収入金等

53,777 48,864 △4,913

有価証券 404 501 96
未成工事支出金等 777 1,147 369
繰延税金資産 1,385 1,475 90
その他 822 980 158
貸倒引当金 △267 △239 28

流動資産計 65,111 60,556 △4,554
建物・構築物等 2,485 2,585 100
土地 584 920 336
無形固定資産 275 444 169
投資有価証券 20,160 20,121 △38
その他 3,137 3,386 249
貸倒引当金 △131 △95 36

固定資産計 26,510 27,363 853
資産合計 91,622 87,920 △3,701

１．連結決算の概要（３）
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

貸借対照表

負債・純資産の部
２０１６年
３月末

２０１７年
３月末 増 減

支払手形・工事未払金 33,809 28,299 △5,510
短期借入金 9,760 7,834 △1,925
未成工事受入金 1,433 1,099 △333
工事損失引当金 959 1,036 76
その他 4,264 5,343 1,079

流動負債計 50,227 43,613 △6,614
長期借入金 400 777 377
繰延税金負債 2,723 2,709 △14
その他 875 1,050 175

固定負債計 3,998 4,536 538
負債合計 54,226 48,150 △6,075

株主資本 30,158 32,478 2,320

その他有価証券
評価差額金

6,708 6,959 251

為替換算調整勘定等 529 332 △196
純資産合計 37,396 39,770 2,374

負債・純資産合計 91,622 87,920 △3,701

（百万円）



6

１．連結決算の概要（４）
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

受注実績

分野別受注実績 ２０１５年度 ２０１６年度 （前年比）

個別
国内一般

・新築 43,410 47,888 （＋10.3％）

・リニューアル 42,403 41,966 （△1.0％）

原子力 9,388 9,531 （＋1.5％）

連結
国内 2,430 7,179 （＋195.4％）

海外 8,506 4,869 （△42.8％）

連結受注高（合計） 106,139 111,435 （＋5.0％）

（百万円）
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１．連結決算の概要（５）
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

完工実績

分野別完工実績 ２０１５年度 ２０１６年度 （前年比）

個別
国内一般

・新築 42,014 33,220 （△20.9％）

・リニューアル 39,378 45,019 （＋14.3％）

原子力 8,691 9,118 （＋4.9％）

連結
国内 2,507 5,110 （＋103.8％）

海外 4,738 8,732 （＋84.3％）

連結完工高（合計） 97,329 101,202 （＋4.0％）

（百万円）
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２．究極真価プランの成果
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

ワンストップソリューションの体制推進

Ø日宝工業㈱のグループ化により、
水平方向ワンストップが拡充

顧客信頼度の究極真価

Øジャパンパイル㈱との業務提携
による地熱トルネード工法の開発
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スリランカ

ミャンマー

シンガポール

上海

カンボジア

モルジブ

天津

広州

重慶

２．究極真価プランの成果
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

海外事業統括本部

アジアを拠点としたグローバル戦略の推進

顧客信頼度の究極真価
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２．究極真価プランの成果
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

培った技術の継承と高度化推進

可動するワイヤで揺れを減衰従来：吊りボルトの破断で機器が落下、天井の崩落

共振現象を抑制・破断を防止

施工時間が大幅に短縮（従来の１/３に）

技術の継承と先進技術の訴求展開

柔ワイヤ工法
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２．究極真価プランの成果
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

培った技術の継承と高度化推進

技術の継承と先進技術の訴求展開

・情報の蓄積
・高速検索

現場クラウド
サーバー

データーの共有

本社・支店

現場

迅速な問題解決
生産性向上

高速検索

現場ＩＣＴの運用開始

技術基幹
サーバー

高速検索
サーバー
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２．究極真価プランの成果
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

顧客ニーズ、事業ニーズに基づく技術開発の強化

技術の継承と先進技術の訴求展開

「パラレルアイType-D」

「Ｄライト」

「パラレルアイType-Ｆ」

微粒子可視化
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２．究極真価プランの成果
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

顧客ニーズ、事業ニーズに基づく技術開発の強化

技術の継承と先進技術の訴求展開

エナジークエスト
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２．究極真価プランの成果
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

顧客ニーズ、事業ニーズに基づく技術開発の強化

技術の継承と先進技術の訴求展開

水断羽
ミ ズ ダ ン パ
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２．究極真価プランの成果
Ⅰ. ２０１７年３月期 決算

顧客ニーズ、事業ニーズに基づく技術開発の強化

・ショールーム：「ＳＮＫ ｅ－Lａｂｏ」の積極的展開

技術開発研究所

開発Labo

本社

分析Labo

工学センター

実証Labo

技術の継承と先進技術の訴求展開

ＳＮＫ ｅ－Ｌａｂｏ
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PhaseⅠ：質と量のバランス PhaseⅡ：ＳＮＫ品質の究極真価

２．究極真価プランの成果

ROE

ＲＯＥ

Ⅰ. ２０１７年３月期 決算
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「SNK Value Innovation 2020」の目指す姿
Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

2017年

2020年

1969年 新日本空調の設立

1930年 東洋キヤリア工業の創立

空調の
パイオニア

「 質 と 量 の バ ラ ン ス 」

「 究 極 真 価 プ ラ ン 」

「SNK Value Innovation 2020」

2019年

50周年 90周年
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１．経営課題

【SNK Value Innovation 2020】

基
本

方
針

地球環境の保全と持続可能な地球社会の実現に貢献する
環境ソリューションカンパニーとして、顧客や社会の要請に応え、
２０２０年代への持続的成長と新たな企業価値の創造を目指す

成
長

戦
略

顧客ロイヤルティの向上に向けた
成長戦略の展開と推進

安全・品質確保と
生産性向上に向けた

設計施工技術と情報技術の融合

基
盤

戦
略

透明性の高い経営基盤の構築と
社会ニーズに沿った経営資源活用の健全化

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画
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１．経営課題とキーワード

(１)顧客ロイヤルティの向上に向けた成長戦略の展開と推進

顧客ロイヤルティの実現に向け、「ワンストップソリューション」の概念を多面的に
捉え、顧客信頼度の向上と事業基盤の拡大に資する事業展開を推進する。

Øグループ企業との協働による垂直方向ワンストップ強化

垂直ワンストップソリューションの展開と
水平ワンストップソリューションの拡充

Ø施工／保守分業化の推進

Ø保全業務に資する情報技術開発

Ø水平方向ワンストップの進化・拡充

顧客ロイヤルティの実現に向け、「ワンストップソリューション」の概念を多面的
に捉え、顧客信頼度の向上と事業基盤の拡大に資する事業展開を推進する。

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画
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(１)顧客ロイヤルティの向上に向けた成長戦略の展開と推進

顧客ロイヤルティの実現に向け、「ワンストップソリューション」の概念を多面的に
捉え、顧客信頼度の向上と事業基盤の拡大に資する事業展開を推進する。

エネルギープラント分野における事業拡大

Ø再生可能を活用したソリューション提案の推進

ØＺＥＢ化技術の取り組み進化 ⇒ 実現可能なソリューション

Ø原子力分野における新規制基準対応、安定化対応の取組強化

顧客ロイヤルティの実現に向け、「ワンストップソリューション」の概念を多面的
に捉え、顧客信頼度の向上と事業基盤の拡大に資する事業展開を推進する。

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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(１)顧客ロイヤルティの向上に向けた成長戦略の展開と推進

顧客ロイヤルティの実現に向け、「ワンストップソリューション」の概念を多面的に
捉え、顧客信頼度の向上と事業基盤の拡大に資する事業展開を推進する。

海外事業統括本部による現法体制の流動化を高めた展開

国内外ワンストップソリューションのシームレスな展開

Ø最適な設計、最適な機材調達国の選定等の連携

Øグローバル顧客に対する国内外ワンストップソリューションの
推進（日本⇔アジア）

顧客ロイヤルティの実現に向け、「ワンストップソリューション」の概念を多面的
に捉え、顧客信頼度の向上と事業基盤の拡大に資する事業展開を推進する。

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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(１)顧客ロイヤルティの向上に向けた成長戦略の展開と推進

顧客ロイヤルティの実現に向け、「ワンストップソリューション」の概念を多面的
に捉え、顧客信頼度の向上と事業基盤の拡大に資する事業展開を推進する。

成長分野での設備投資・事業展開に向けた積極投資と体制強化

ØｉＰＳに代表される再生医療等、先端医薬、バイオ分野等
戦略事業領域の拡大に向けた積極投資と体制強化

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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(２)安全・品質確保と生産性向上に向けた設計施工技術と情報技術の融合

「ＳＮＫ技術力」の更なる進化に向けて「安全と品質」を担保する
工事業務管理の省力化と効率化を実現させる。

安全・品質トラブル“ゼロ”を目指した管理の推進

Ø工事業務管理の効率化と省力化に向けた
情報通信ディバイスの活用

Ø品質トラブルの事例解析による
基本に立ち返った安全・品質管理の見直しと強化

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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(２)安全・品質確保と生産性向上に向けた設計施工技術と情報技術の融合

「ＳＮＫ技術力」の更なる進化に向けて「安全と品質」を担保する
工事業務管理の省力化と効率化を実現させる。

施工生産性向上を目指した省力化技術の開発

Ø施工省力化と機能向上を両立する技術の開発

Ø施工現場でのシーズの抽出
大学・研究機関との連携による技術開発の推進

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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(２)安全・品質確保と生産性向上に向けた設計施工技術と情報技術の融合

高度な「安全と品質」を担保する
工事業務管理の省力化と効率化を実現させる。

当社保有技術（可視化、エナジークエスト等）の進化と更なる展開

Ø顧客ニーズに基づく技術開発

Ø微粒子可視化技術の深化を目指した商品開発と

ラインアップ充実

Øスマートエネルギー分野での「エナジークエスト」
の機能強化

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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(２)安全・品質確保と生産性向上に向けた設計施工技術と情報技術の融合

高度な「安全と品質」を担保する
工事業務管理の省力化と効率化を実現させる。

省エネルギー対応や成長分野での事業深耕に資する技術開発の推進

ØＺＥＢ化等、省エネルギーに向けた
設計施工保守情報のＢＩＭ、３Ｄ－ＣＡＤ等のデジタル化推進

Ø感染症・汚染対策、医療バイオ分野等、
成長分野での事業深耕に資する技術開発の推進

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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(３)透明性の高い経営基盤の構築と社会ニーズに沿った経営資源活用の健全化

財務体質の強化やコンプライアンス体制の継続的活動の徹底
働き方改革と企業の持続的成長の両立に向けた労働生産性向上
ワーク・ライフ・バランスに根差した社員総意の人材活用

コーポレート・ガバナンス体制の継続強化

Ø建設業法等、当社事業関連法規の遵守

Øコーポレート・ガバナンス・コードに準拠した
経営体制の推進

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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(３)透明性の高い経営基盤の構築と社会ニーズに沿った経営資源活用の健全化

財務体質の強化やコンプライアンス体制の継続的活動の徹底
働き方改革と企業の持続的成長の両立に向けた労働生産性向上
ワーク・ライフ・バランスに根差した社員総意の人材活用

当社グループ全体での企業統治体制の確立

ＣＳＲ活動の強化推進

ØＣＳＲ活動の強化推進

Øグループ内での経営方針の水平展開、
財務・人事・法務等、連結企業統治体制の確立

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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(３)透明性の高い経営基盤の構築と社会ニーズに沿った経営資源活用の健全化

財務体質の強化やコンプライアンス体制の継続的活動の徹底
働き方改革と企業の持続的成長の両立に向けた労働生産性向上
ワーク・ライフ・バランスに根差した社員総意の人材活用

働き方改革に根差した労働生産性の向上

Øメリハリのあるワーク・ライフ・バランスを実現する
マネジメント

Ø現場業務生産性向上に資するサポートの構築

Ø対応タスクフォースの立ち上げ

Ø「働き方改革実行計画」に沿った制度設計と運用

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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働き方改革に根差した労働生産性の向上

(３)透明性の高い経営基盤の構築と社会ニーズに沿った経営資源活用の健全化

財務体質の強化やコンプライアンス体制の継続的活動の徹底
働き方改革と企業の持続的成長の両立に向けた労働生産性向上
ワーク・ライフ・バランスに根差した社員総意の人材活用

Ø国籍・性別・知識経験の異なる人材ダイバーシティの推進

Ø多様な働き方を可能とするワーク・ライフ・マネジメントの実行

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

１．経営課題とキーワード
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２．経営数値目標

受注高

分野別受注高
２０１６年度

実績
２０１７年度

予想
２０１８年度

目標
２０１９年度

目標

個別
国内一般

新築 47,888 41,000 42,000 44,000

リニューアル 41,966 46,000 47,000 49,000

原子力 9,531 9,000 9,000 9,000

連結
国内 7,179 7,000 7,500 8,000

海外 4,869 9,000 9,500 10,000

連結受注高（合計） 111,435 112,000 115,000 120,000

（百万円）

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画
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２．経営数値目標

分野別完工高
２０１６年度

実績
２０１７年度

予想
２０１８年度

目標
２０１９年度

目標

個別
国内一般

新築 33,220 42,500 44,000 44,000

リニューアル 45,019 41,500 46,500 49,000

原子力 9,118 9,000 9,000 9,000

連結
国内 5,110 9,000 7,000 8,000

海外 8,732 8,000 8,500 10,000

連結完工高（合計） 101,202 110,000 115,000 120,000

（百万円）

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

完工高
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２．経営数値目標

損益
２０１６年度

実績
２０１７年度

予想
２０１８年度

目標
２０１９年度

目標

完工高 101,202 110,000 115,000 120,000

完工総利益
10,899 11,500 11,900 12,300
10.8％ 10.5％ 10.3％ 10.3％

販管費及び
一般管理費

7,002 7,300 7,500 7,700
6.9％ 6.6％ 6.5％ 6.4％

営業利益
3,897 4,200 4,400 4,600
3.9％ 3.8％ 3.8％ 3.8％

経常利益
4,217 4,400 4,600 4,800
4.2％ 4.0％ 4.0％ 4.0％

当期純利益
2,934 3,000 3,200 3,400
2.9％ 2.7％ 2.8％ 2.8％

（百万円）

Ⅱ. ２０１７～２０１９年度中期経営計画

損益
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投資項目 予定金額

Ｍ＆Ａ

150～200億円
技術開発

ＩＴ基盤強化

働き方改革・人材ダイバーシティ

Ⅲ. 投資ならびに配当方針

１．投資方針

中期経営計画の課題達成に向け、３年間で１５０～２００億円を投資
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２．配当方針

過去６期の配当実績と配当性向

配当の基本方針については、当社グループの中長期的な成長へ向けた
事業展開、経営基盤の強化等を図りながら、連結配当性向３０％以上を目標
として、安定的な配当を実施していくことを基本方針とする。

自社株取得は、資本効率の向上と機動的な財務政策の実現を目的とし弾力
的に実施する。

配当実績
配当性向（％）

（円）
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Ⅲ. 投資ならびに配当方針
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新日本空調弊社ホームページ 【http://www.snk.co.jp】

決算に関するご質問

①「お問合せ」をクリック ②「ＩＲに関するお問合せ」からメール送信願います。

お問合せ先：経営企画本部 企画部 広報課 星野昌亮

電話： （０３）３６３９-２７０１（代表）

ＦＡＸ： （０３）３６３９-２７３４


